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 In 1982 to 1984, 3 cases of Pseudomonas anguilliseptica infection occurred in pond-cultured 
ayu, Plecoglossus altivelis, in Shizuoka Prefecture. The outbreaks of the disease have been re

ported exclusively in eels, thus this is the first record of the infection in ayu fish. 
 Biochemically, the isolates from diseased ayu were identical to P. anguilliseptica isolates from

 eels (Anguilla japonica and A. anguilla). However, the ayu-isolates were proved different from
 eel-isolates in the pathogenicity to ayu and Japanese eel, resistance to bactericidal action of normal

 fish sera, and a surface antigen.

1982年 か ら1984年 にかけて,静 岡県下 の 養 殖場 お

よび静 岡県水産試験場 浜名 湖分場 で飼育 されていたアユ

(Pecoglossus altivelis)に,一 見真菌性肉芽腫 症あ るい

は ビブ リオ病 を思わせ るよ らな躯幹の潰瘍･出 血を主徴

とす る疾病が発生 し,少 なか らぬ被害 をもた ら した｡細

菌学的検査の結果,本 病はPseudomonas anguilliseptica

感染症で あると判断 された｡以 下 に,養 殖 アユにおけ る

本菌感染症 の初発生例 につ き,そ の発生状 況な らびに分

離菌の性状を報告す る｡

材料および方法

発 生 状 況

発 生 例1:1982年6月28日 か ら7月8日 に か け て,

浜 松 市 古 人 見 町 のA養 殖 場 に お い て本 病 が発 生 し(海 産

種 苗,17～28g,水 温17～18℃,塩 分71ppm,pH

6.9),約300kg(死 亡 率 約20%)の 魚 が 死亡 した｡

発 生 例2:1983年6月23日 か ら6月28日 に か け て,

浜 松 市 入 野 町 の8養 殖 場 で本 病 が 発 生 した(海 産 種 苗,

49～56g,水 温20～22℃,塩 分160～170ppm,pH7.0～

*1広 島大学生物 生産学部

*2静 岡県水産試 験場 浜名湖分場

7.1)｡こ の 間約300尾(約1%)が 死 亡 した｡

 発 生 例3:1984年4月23日 か ら5月5日 にか け て,

静 岡 水 試 浜 名 湖 分 場(舞 阪 町)の 試 験 池 に本 病 が 発 生 し

た(海 産 種 苗,2～3g,水 温23～24℃,塩 分800～860

ppm,pH7.4～7.6)｡本 例 で は,4月13日 に天 竜 川 河

口産 種 苗 約20kg(平 均体 重1.6g)を 試 験 場 内 の飼 育

池 に搬 入 した 翌 日か ら4月19日 に か け て ビ ブ リオ病

(vibrio anguillarum,J-O-3血 清 型)が 発 生 し,そ の後

4月23日 か らP.anguillisepticaに よ る死 亡 が続 い て起

った｡こ の間 のV.anguillarumお よびP.anguillisetica

に よる 死 亡 率 は そ れ ぞ れ24.5%お よび4.2%で あ っ

た｡

 治療:3例 ともオキ ソ リン酸の経 口投与 に よ り1週 間

程度 で終息 した｡

 病魚 の症状:遊 泳時 に魚 の躯幹 に灰 白色を呈す る患部

が観察 され,症 状が進行 した ものでは潰瘍形 成が認 め ら

れ た｡個 体 に よっては眼球 お よびそ の周辺,鰓 蓋,鰭 基

部,体 側,腹 部等 に出血 点や帯状 の出血斑が認め られ,

また血液を混えた腹水が貯留 しているものもあった｡

供 試 菌 株

いずれの症例において も病 魚の肝臓,腎 臓,あ るいは



482 中井敏博･花 田 博･室 賀清邦

体表の潰瘍患部か ら,ハ ー ト･イ ソフユージ ョン寒天や

トリプ トソイ寒天培地(20℃)に 純培養状に細菌が分離さ

れた｡各 例の代表株,す なわちSH-82424(発 生例1),

SH-83454(発 生例2)お よびSH-84110(発 生例3)の

3株1こ加え,既 報(NAKAI et al.,1981)の ウナギ由来 の

P.anguilliseptica ET-7601株(病 原株:K+血 清型)と

ET-2株(非 病原株:K-血 清型)を 以下 の試 験に 供 し

た｡い ずれの株 も普通寒 天培地 で20℃,3日 間培養 した

ものを用いた｡

生化学的性状

生化学的性状試験 はHENDRIE and SHEWAN(1979

)の記載 に従 って行 った｡な お,塩 分お よび温 度耐性試験

には,MgCl2･6H2Oを0.1%含 む1%ペ プ トン(Difco)

水を用 いた｡培 養はすべて20℃ で行 った｡

病原性試験

健康 なアユ(平 均体重10g)お よび ニホソウナギAn

guilla japonica(85g)を 供試 し,SH-82424,SH-83454

お よびET-7601株 の病 原性 を調 べた｡1区10尾 の魚を

用 いてそれぞれ5段 階 の異 なる量(105,106,107,108,109,

CFU/100g)を 腹腔内接種 した｡水 温約20℃ で2週 間

観察 し,各 株 のLD50を 求 めた｡

血清に対する抵抗性

健康魚の背大動脈(ア ユ)ま たは動脈球(ニ ホ ンウナ

ギ)か ら採取 した血液 を遠心分離(3000g･10分)し て

血清を得た｡こ の新鮮 血清 または あ らか じめ50℃･30

分 間加熱処理 した血清1.0mlと 約108CFU/ml(PBS,

pH7.2)に 調整 したSH-82424,SH-83454およびET-

7601株 の 生菌懸濁 液0.1mlを それぞれ 混 合 し,20℃

で振盪 しなが ら1,3,6時 間後 に平板培養法 に より生残

菌数を求めた｡

血清学的性ET-

7601株 の加熱死菌(121℃･30分)で 作製 した家

兎抗血清(抗-O血 清)およびET-7601,SH-828424および

SH-83454株 のそれぞれの ホルマ リソ死菌で作製 し

た抗-OK血 清 を用い て,マ イ クロ･タ イ ター法に よ り

交差凝集試験 を行 った｡

結 果

アユ分離株 の生化学的･生 理学的性状をtable1に

示 した｡供 試3株 は同一 の性状 を有 し,ま た べニシ リソ

感受性お よびゼラチ ン液化 を除 くそれ らの性状 は過去に

ウナギか ら分離 されたさP.anguillisepticaの 性状(中

井･室 賀,1982)と 一致 した｡

3株 のアユお よび ウナギに対 す るLD50/100g体 重 を

Table 1. Biochemical characteristics of 3 strains 

of  Pseudomonas anguilliseptica isolated 

from diseased ayu

Table2. LD50 of 3 strains of P. anguilliseptica 

to ayu and Japanese eel
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Fig. 1. Survial of P. anguilliseptica  (•œ--•œ: SH

-82424 • --• : SH-83454•@•¢--•¢: ET-7601)

 in normal ayu serum and normal Japanese 

eel serum after incubation at 20•Ž.

Table 3. Agglutinin titers of rabbit anti-O 

serum*

Table 4. Cross agglutination test with rabbit 

anti-OK sera*1

Tahle 2に 示 す｡ SH-82424お よびSH-83454株 はアユ

に対 して強い毒性を示 し,LD50は それぞれ106.25お よ

び106.06CFU/100gで あった｡死 亡魚は眼球や躯幹部

等 の出血 また は出血性 の腹 水の貯留が顕著 であったが,

前述 の 自然感染魚 の ような潰瘍形成は 認め られ な か っ

た｡一 方,ウ ナギに対す る毒性 は低 く,SH-82424株 が

最高 接種量(2.8×109 CFU/100g)で のみ致死 的病原性

を示 した｡た だ し,死 亡 した ウナギには赤 点病 に特有 の

点状 出血が認 めら れ た｡こ れに比べ ウナギ由来 のET-

7601株 では,ウ ナギに対 しては強い 毒 性(LD50=106.38

CFU/100g)を 示 した が,ア ユに対 しては 低い毒性 しか

示 さなか った｡

 新鮮血清の殺菌 作用に 対す る抵 抗 性 試 験 の 結 果 を

Fig.1に 示す｡ア ユ血清 中では, SH-82424お よびSH-

83454株 の菌数は減少 しなかったが,ET-7601株 は6時

間後 には7×103CFU/mlに 減少 した｡ウ ナギ血清 に対

しては,逆 にET-7601株 は 抵抗性 を 示 し た が, SH-

82424お よびSH-83454株 は感受性を 示 し,特 にSH-

83454株 は3時 間後 に1×102CFU/ml以 下 となった｡

なお,あ らか じめ50℃･30分 間加熱処理 した血清 では

3株 とも菌数 の減少は認め られなか った｡

 Table 3お よび4に 抗血清 との 凝 集反応の結果 を示

す.抗-O血 清 に対 し,供 試 した5株 の加熱死菌抗原は

同一 の抗体価(128)で 凝集 したが,ホ ル マ リン死菌抗原

ではET-2株 を除 きいずれの株 も凝集 しなかった(Table

3)｡一 方,抗-OK血 清 では,ア ユ株 の各 ホルマ リン抗

原は抗SH-82424血 清お よび抗SH-83454血 清 と凝集 し

たが(抗 体価:256～1024),抗ET-7601血 清 とは凝集

せず,逆 にET-7601株 のホルマ リン抗原 は抗SH-82424

血清 および抗SH-83454血 清 とは凝集 しなか った(Table

4)｡ET-2株 はすべての抗血清 と512～1024の 抗体価で

凝集 した｡な お,抗SH-82424血 清 および抗SH-83454

血清 を用 いた相互吸収試験の結果,ア ユ株3株 間の抗原

性 は同一 であるこ とが確かめ られた｡

          考   察

 赤 点病は1971年 に初 めてその発生 が 確 認(WAKA

BAYASHI and EGUSA,1972)さ れ て以来現在 に至 るま

で,ウ ナギにつ いてのみ報告 されて い る(城 ら,1975;

郭･郭,1978;STEWART et al.,1983)｡本 報告は養 殖ア

ユにおけ るP.anguilliseptica感 染症の初確認例 と考え

られ るが,病 魚 の症状が一見 ビブ リオ病や真菌性 肉芽腫

症 のそれ と区別 し難 いことか ら,こ れ まで に ビブ リオ病

や真菌性 肉芽腫症 と判断 された症例 の中に本菌感染症が

含 まれていた可能性 はある｡本 例 では3例 とも病気 の発

生は一過性の ものであ り,ま た 池 水の塩 分濃度 は71～

860ppmと 低 く,更 には本分離 株が ウナギ由来株 と同様

塩分1000ppm以 下では速やかに死滅す ることか ら,ウ

ナギの赤点病 の場合 と異な り塩 分を含む池水に常在す る

菌 に よる感染(室 賀,1978)と は考 え難い｡こ こで報告

した症例 のいずれ の場合 も海産種苗を用い ていた ことか
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ら,そ れ らの海産 種苗の中に存在 した保菌魚に よ り持ち

込 まれたのではないか とい う疑 いが強 い｡現 在 の と こ

ろ,オ キ ソリン酸な どの薬剤 に より比較的容易に治療で

きるが,ア ユ養殖上注意すべき疾病 のひとつ であろ う｡

 アユか ら分離 された株の性状 を従来 の ウナギ由来株 と

比較 した結果,2,3興 味のあ る知見が 得 られ た｡第1

に,ア ユ株 と ウナギ株 には宿主特異性がみ られ,そ れ ぞ

れ の分離魚種 に対 して特異的に強い病 原性 を示す ことが

確か め られ た(Table 2)｡ま た,こ の特異性 は血清 の殺

菌作用 に対す る抵抗性に も認 め られた(Fig,1)｡第2に,

両者 の耐 熱性抗原(O抗 原)は 共通 していたが,易 熱性

(121℃･30分)の 表在抗原 に 相違が 認め られた｡す な

わち,抗-O血 清に対 して非加熱死菌抗原が 凝集性を示

さない ことは(Table 3),ア ユ株に もウナギ株で知 られ

てい るK抗 原様の表在抗原(NAKAI et al., 1981)が 存

在 す ることを意味す ると考 え られ る｡し か しなが らその

表在 抗原の抗原性 は ウナギ株 のそれ とは異 なってお り,

交差凝 集性は認 め られなかった(Table 4)｡著 者 らはす

でに,ウ ナギ由来のP.anguilliseptica株 につい てK抗

原を有す る株(K+)はK-株 に比 べて ウナギ血清 の殺菌

作用 に対 して強い抵抗性を示 し,ま た菌 の病原性 と血清

抵抗性 とは よく一致す ることを確 認 して い る(NAKAI,

1985)｡従 って,ア ユ株 とウナギ株でみ られた病 原性 あ

るいは血 清に対す る抵抗性 の相違は,K抗 原の性質に基

づ くと考 え られる｡
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